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地理学の理論に関するノート（3)

高 橋 郎

3—1 前稿で，われわれは，地表の5ff究 が 変 違 の 研 （んろ .)…を組合せる…ことである。’ 実，こうした 

究であり，変違の研究が配置の研究であることを確認操作によって，われわれは，容易に，次の1S通りの配 

した上で，あらゆる配置の基礎をなす占有が特性力チ置相をつくりだすことができよう。

ゴリーと位置力.-チゴリ一の順序対で（もめが，み）,(もみ）（ん 《) , (ん 《) (んろ），(んゐ）C®，fl)，(仏 G)(fi, b) 

あること, かつ, 配置がこれら順序对（もは〉（ん 《)，(もみ）（んろ），(ん aK B ,  «),(ん b)(B, b)

からなる染合として定義できることが，《) (ん の ，が，み）（ガ，《) ，(ん め （仏み）

を指摘した。〔1 〕 （ん 《) (我 / 0 ，(5̂ ，ゐ）（ぶ，ろ）

(1 一 5)で述べた r地表はいかなる（̂5, « ) (仏ゐ）

規■則にしたがっているか . I という問翅は，実はこのよ 

うな地表に関する認識を前提にして提起されたもので 

ある。いいかえれぱ，われわれは，地まをふくめて， 

考えられ得るあらゆる配置パターンについて， 「この 

配置はいかなる規則にしたがっているかJ と問うてい 

るのである。

そこで , 本章では，この規則について考察していく 

が，そのために， まず，あらゆる配置バターンの基礎 

と な る 「論理的に可能な配置相の集合J を定義するこ 

とからはじめよう。

これまでと同じように，大文字のァルアァぺットパ， 

D, C . . .で占有体の特性を，小文字のァルプァペット 

a, b, C…で, その位置をま記するものとしよう。い 

ま，二つの特性パ，B (ならびに^ 0 と二つの位置び，b 

があるものとするならぱ，可能な1；̂有は次の 6 通りあ 

ることになる。

け,a) (ん b)(ん a) (ん み ）(B, a) (B, b)

配置相はこれら6 ヶの順序対から選びだされたこと 

なる 2 ヶの順序対を耍素とする集合であり，したがっ 

て， これら6 ヶの順序対からことなる2 ヶをとりだし， 

これを組合せることによって，形成されよう。 これら 

個 々の® 置相をかぞえあげる一*番填純な方法は， まず 

(も a)をとりあげ， こ れ に （んゐ），（ん を 斑  

合せ，次 い で ひ ，b )をとりだし，こ れ に （ん 《),

これら15通りの配置相は特性んB , が) ，位 置 b 

を前提にしてつくりだされた，い わ ぱ >■論理的に可能 

.なj 配置相であるといえよう。

もし，特性カチゴリ一がんB だけでなく  A  B, C 

( ならびに♦) あれぱ， 8 通りの占有が可能であり， 

したがって，論理的に可能な配置相の数は28通りに拡 

大する。他方>4(とタ）のみであれぱ,可能な占有は 

次の 4 通り，

(ん « )  {̂, b) (ん  a). (ん ろ ）’

論理的に可能な配置相は次の6 通りに縮小されよう。 

(も t f ) (タ，b), 6) (A, «),(ん  a)(A, b)

{(j), a) {A, f l ) , (んろ）（ん ろ ）

(ん め （ん の  

同様なことが位置についてもいえをことはいうまで. 

もない。すなわち，いま，特性ヵチゴリーん 

に対して，位置《，.b, € があるものとし，たら，.可能な 

占有は次の9 通り， •
(ん « ) (も b")(も c) (ん a) (A, b) (ん c)

(B. a) (B, b) (B, c)

論理的に可能な配置相の数は84通り, 他方位置がa し 

かなけれぱ，可能な占有は3 通り，論理的に可能な配 

置相も3 通りに減少する。

このことからもあき.らかなように，論理的に可能な 

配置相の数は，餘一義的に，特性と位置をあらわす記
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号のタイプと数に依存する◊ つまり，これら能号のタ 

イプと数は，論理的に可能な配置相を考える上で，最 

も基本的なパラメタ一といえよう。いいかぶれば，こ 

れら記号のタイプと数を指定することによって，われ 

われは容易にそれからつくりだされる論理的に可能な 

配置相を知ることができる。このことを明示するため 

に，前述の15通りの配置相の集合を，特性んB,位僵 

« ， b から生成される論理的に可能な配置相の集合と 

呼び， PjL (ん 5 | も 6 ) とま記することにしよう。 

(あるいは，特性力チゴリ一のタイプナこ‘けでなく，数をも明示 

するためにOPl(A 1 ) ! « ,み）とま記しよう。）

3—2 前述したように，識理的に可能な配置相は， 

占有の数が増大するにつれて，増大する。しかも，前 

者の増大は，後者のそれに比して，はるかに急ピッチ 

である。いうまでもなく，このことは，特性カテゴリ 

一と位置カテゴリ^ がふえるにつれて，まもな.く，わ 

れわれが途方もなく，ぽう大な数に及ぶ配置相を取扱 

わねぱならないことを意味している。こうしたぼう大 

な数を手ぎわよく処理するために,よく知られている 

方法は，対•数をもちいることである。

廣知のように，任意の数ズ> 0 について，その対数は, 
次のように定義される。

' グlog?* ダ= X

ただし， r は任意の底数である（グ> 1 )。われわれ 

のよく知っている対■数は10を底とするもので，

= ズで定義される。いうまでもなく，100 ニ10«したが 

って loglOOニ2 . 又, 0.001 =  10-3 したがってlogO.001 
=  一3 である。

しかしながら，'前述の定義からも知られるように， 

対数の底は10とはかぎらない。 1 をのぞく任意の正数 

グを底とする幷数を定義することができる。そこで， 

ここでは，底を 2 とする対数，すなわち，

，2!og:ぶニ

を採用することにしよう。2 ニ2】したがって， log22ニ 
1 , 4 ^^2*したがってlpg«4ニ2 である。

対数の底として, 10ではなく， 2 を採用るのは， 

それが，一方において，アシュビーの多様度すなわち 

集合に含まれることなる要素の数をあらわすとともに， 

他方，シャノンのュントロピーすなわち平均情報量を 

示す尺度であるからである，

周知のように, アシュビーは，i v ヶのことなる耍素 

をもつ集合パについて，その多様鹿を次のように定義 

した。〔2 〕

F (々ニ bgjjiV

他方，シャノンはiVケの要素からなる確ギベクトル

(ん p2, をもつ任意の確率尊象系につぃて，

そのギ均情報量をザのように定義している。〔3 〕

がニー.2 力<log2力f . 1 - 、

これら二つの測度の共通性は容易に示される。なぜ 

ならぱ，シャノンの平均情報量において，いま / =  

1 /A ^すなわち，すべての事象の生起確率がひとしぃ 

ものとするならぱ.

が ニ ガ=  log2 が
いいかえれぱ，シシュビーの多様度は，そこに含 

まれるこ4?象の生起確率がすべてひとし1/、確率事象系に 

おける平均情報量のことだといえよい i n ニ} I N ( Jニ 

1 , 2 , …が) のときぜは最大となるから，任意の?i 率事 

象系についてF  =  m a x / /が成立する。

V { A )が情報量を測定する尺度であることを示すた 

めに，いま，次のような8 ヶのことなる配置相からな 

る集合を考え，このうち，特定の配置相が生起したも 

のと考えよう。 -

P ニ {わ1，Pit p3> Pit Psf Pet Pit Pai
ここで，われわれは，いずれの配置相が生起したか 

を知らず，質問によって，それを指定しなければなら 

ない。、ただし，その質問に解答者はrはいj 力、rいい 

えJ でこたえるものとする。こめ場合，最も単純な質 

問の仕方は，んからA までのそれぞれにつぃて， 

であるカリとたずねることであろう。だが，それはあ 

まりにも冗長である。より効率的な質問の仕方は，ま 

ず，镇合 /"を {ん，p2, p 3 ,ん'}と{A , p6, p j , ん}にニ 

分し，「その配置相は{ん，ん，ん，ん}に含まれるかJ 
をたずねる。そして，もし，答 え が rはい丄であれば， 

さらに{ん，p2, p 3 , ん}を {/>1,P i } と { p 3 ,ん}に二分 

し，「{た，ん} に含まれる力、J とたずね，他方，「いV、 

.X_J であれは，{/*5，p6> Pi* Pt , }を Pb\ h. {Ph Pi}  
に二分し， rひ5 , ん } に含まれるかj と問う‘‘.ことで 

ある。このような手順をふむことによって，われわれ 

は log*8 ニ 3 回の質問によって, 特定の®置相を指定 

することができるであろう。同様に4 ヶの配置相につ 

いズは log24 ニ 2 回，lo g 2 2 = 1 面の質問をすれぱ，必 

耍シつ十分である。

すなわち，一般にATヶのことなる要素をもつ讓合 

について，その特定の耍素を指定するために必耍か◊  

千分な質問回数はド(•/l)=5log2A/'であたえられよう。

3—3 ここで，多様度ないし平均情報量という概念
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を導入したのは，それが，いままで I■可能性の縮小J 

というややあいまいなま現をもちいてきた拘束につ'^、 

て，一つの操作的な定義をあたえるからである。事実， 

多様度の襟入によって，われわれは，配置パターンi■こ 

関する拘束を次のように述べることができよう6 
任 意 の 配 置 相 の 後 / V について，

V ( P d > V ( P j ) が成立するとき‘，P j \ t P t に比べ，

より拘束されているという。

ただし，V ( P i ) ,  V ( P j ) はそれぞれ前節で定義さ 

れ た と の 多 様 度 で あ る 。

このことからも知られるように，拘束は，あきらか 

に相対的な概念である。ある配置相の染合が拘来 

されているか否かは，他の配置相の集合との対比 

においてのみ知ることができる。 ，

(3—1 )で述ぺたように，位置び，b を前提として生 

成される論理的に可能な配置相の数ほ，特性カチゴリ 

~~A, B,  Cのとき3 6通り, 7 1 , 5 のとき1 5適り，>4の 

とき6 通りと，あきらかに縮小している。すなわち， 

V(,PUA\a, &)〕<T^CPzXん D\a,  b)^<VCPL 
(A, B, C\a,  b)'}

が成立している。（同様なととが位置にっ、、てもいえる。） 

いうまでもなく，このことは，これらバラメタ一の 

指定が配置バターンに関する拘束としてはたらいてい 

ることを意味している。いいかえれぱ，特性力チゴリ 

一と位置力チゴリ--をあらわす記号のタイプと数に開 

する指定は，配置に関する最も基本的な規則の一つで

あろといえよう<5 ， ’

3 - 4 前節まで，われわれは，もっぱら「論理的に 

可能な配置相_!の集合を取扱い，特性カテゴリーと位 

ほカテゴリー力;，この集合を規定するパラメタ一であ 

ること，その意味で，これらバラメクーに関する指定 

力V配| 1 ノ<ターンに関する最も基本的な規则であること 

を指摘した。だが，配置パターンに関する規則はこれ 

だけに止まら'ない。他にも考察に値いする重要な媒則 

が存在する。それは，論现的に可能な配睦相の染合を， 

経驗的に可能な配置相の集合へと縮小させるための摄 

則である。たとえぱ，（3— 1 ) で述べたん S,  a,  6か 

らなる15通りの配置相の集合を考えてみよb o このう 

ち， « ) (ん 《)}, {(も a ) ( B ,  a) } ,  {(も b) ( A,  

み）}, { (もゐ) ( B , ゐ）}, U ん  a ) ( B .  a\ ,  { (んろ） 

(B,  b ) } は, . あきらかに占有の原理に逸反している。 

いいかえれぱ，これらは論11的には可能だが，経験的 

には出現可能でない配置相だといえよう。したがって,

占有の原理を考廣すれぱ，出現可能な配置相は次の9 

通りに縮小されることになる。

{(̂ 5,び)(もろ）} {(ん 《) (んの } (もろ）}

{(も《)(んろ）} {(A, a ) (んみ）} {(B, a) ‘(ん b)} 
{(もめ(仏 6)} {(ん 《)(ルの } { { B, a ) { B, b ) }

いうまでもなく，このことは占有の原理が一つの拘 

束としてはたらいていること，すなわち,配置バター 

ンに関する規則であることを示している。

この配置相の縮小が，バラメタ一の恋化とは全く関 

係なく生じたものであることに注意しよう。事実，ご 

の配置相の縮小は，ある順ぼ对ともう一つの順序対と 

が両立し得ない。すなわち， ( « ) と（ 《)，ないし 

( ゐ）と（ ゐ）という組合せが経験的に成立し得ない 

ことから生じているのである。とするなをぱ，この規 

則は，前述の規則とは；ことなったタイプに厲するも 

のと考えねぱならない。

と同時に, 注目すべきは，この規則が特性カテゴリ 

- ではなく，位置カテゴリ一間の関係に課せられたも 

のであることであろう0 ここで問題となっているのは， 

順;!斑の第 2 要 素 , みであって，第 1 要 素 は ん A,

B , いずれであろうとも開係がない。

こうした位置力チゴリ一間の関係にもとづく配置相 

の縮小は，当然のこと乍ら，これと同じタイプに厲す 

る拘束が特性カテゴリ-' 間にも存在するのではあるま 

いかという考えへと導くであろう。突際，前}®の集合 

の中には，これと対応する組合せが存まする。すなわ 

ち，{(ん a) {A,  6 ) } ,  { { B,  a)  ( B , ろ）}がそれであ 

る。これら配置相は論理的には可能であるが，経験的 

には成立し得ない。なぜならば，前述のケースにおい 

て，記号> 1 , 5 はそれぞれ一 つ し か存在せず，したが 

って，词一の •/4 (ないし5 ) が同時に二つのことなり 

た位置を古めることはあり得ないからである。 .
われわれは，（2—3 )で占有の原理をr一定時点にお 

いて，ある事物（事象）がある地点を占挑したならば， 

他のいかなる事物（事象:）もその地点を占聘できないJ 

とま現した。ここで，われわれは，この言明を袖足す 

るもう一つの経験的言明を見出したことになる。すな 

わち，それは， [一*定時点において，ある事物（事象）

があろ地点を占拠したならぱ，そのま物（2jf象）は同 

時に他のいかなる地点をも{̂ 1鍵できない』という言明 

である。

この第2 の言明は，第 1 の言明がそうであろように， 

地表上に存在’ 生起するすべての事物，事象に，例外 

なくあては•まる占有に関する普遍的な経驗的実を指
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摘したものである„ との意味で，われわれは(2—3)で 

述べた占有の原理を拡張し，これら二つの言明をとも 

にふくむもめと考えることにし，前者を占有の原理の 

第 1 公準，後者を第2 公準と呼ぶことにしょう。

この第2 公準の導A によって，可能な配置相は次の 

7 通りに縮小することになる。

{(ん め （もみ)} { ( 4 , « ) (もろ）} が, り }

(んろ)} { { A , a ) { B , b ) }  { { B , a ) { A , b ) }  
{ ( ^ « )  ( B , b ) }

これら配置相の银合を，特性カテゴリー/! , B . 位置 

カテゴリーa,  b f cよって生成された経廣的に可能な 

配 置 相 の 集 合 と び ，P e CA, B \ a ,  b ) であらわす 

ことにしよう。あきらかに, ムかつ]/(/〜）くド 

{ P l ) である。

3—5 こうした占有の原理にもとづく可能な配置相 

の縮小に対して，占有の原理とな!> ぶもう一つの原理 

である r充填の原理J はいかなる縮小をもたらすので 

あろうか。これに対する最も単純な解答は，この原理 

の導入によって，経的に可能な配置相が次の2 通り 

に输小するという’ものであろう。

{ ( A.  a)  {B,  b) }

{ (跃 a ) (んろ )}

たしかに，このように考えることは（も C ) をrfl 
に何ものもおかれていないj と解釈するかぎり，正当 

なものであろう。だが,経験的に可能な配置相をこの 

ように限定してしまうことは，必ずしも適切ではない。 

なぜならぱ，この結果，われわれは，現実の観察にお 

いてきわめて重耍な「空席』の存在を無視することに 

なる。いいかえれば,われわれの研究対象をあまりに 

も限定しでしまい，われわれの得る理論的成果と応用 

の範をせばめてしまうと考えら i t るからである。

実際， については，次の三つの解釈が可能であろ

• 1 ) {i>> « ) は《にいかなる事物象）も存在しな 

いことを意味する。

2 ) (ん a)は 《にんが存在しないことを意味す 

る （このことは，いうまでもなと《にん _S以外の事 

物 （事象)，たとえぱ^ ^ひ .•が存在することを否:定する 

ものではない)◊

3 ) (ん a ) は《に 5̂という事物（事象）が存在して 

いることを意味する。ただし j iは ん B,  C, D . ‘.

とは全く性格のことなる特殊な占有体だと考える。

これら三つの解釈のうち, われわれがここで採ifjし

たいのは，第 3 のそれ , すな’わち， を特殊な占有体 

だと考えるととである。 f のもつ特異な性格について 

ほ後述すをので (そこで，読者はね;占有休の中で数学の0 
と間様な機能と役割を果していることを知るだろう），ここ 

では样述しない。ただ填に， が地上における空気と 

同じように，きわめて普遍的かつ可動性の高い占有体 

であり，（5̂ , a)は 《がこのような占有体に占拠され 

ていること , 事実上， r空廣J を意味すると言りてお 

けぱ十分であろう。

こののもつ特性は，Pi , ( A ,  B \ a , み）における 

« ) (もろ）}にまされるように他の占有# ん J3Vこつい 

ては許されていない{ (ん 《) (んろ）} { ( 5 ,  a) ( B , ゐ）} 

という配置相が.0 については許されていることにあら 

われている。すなわち，とこでパ, jBの数はバラメト 

リシクに指定されるが， <!>の数は制限されていない 

(少なくてもととなった位置に対ほ;するだけの記号が存在i" 
るものと仮定されているのである）。

このように 5̂ を解釈するかぎり， 填の原理は，占 

有の原理とは異なり，何ら配置相の縮小をもたらさな 

いように思われる。だがここで強調ずべきは,前述の 

論理的に可能な配置相の集合の中に，

{が，« ) が，め },.'{(ん  a ) .(ん ，

{ ( 5 , a) (B,  a)} ,  b) {<!>, b)} ,

U んろ） (A.  b)},  { ( B,  b) ( B , ろ)}

という配置相がふくまれていなかったことである。こ 

れら配置相はニつの位置もみを前提とするかぎり，あ 

きらかに充填の原理を満たしでいないいいかえれば， 

前 述 し た ( ん Blc, b)にふくまれる15通りの配置 

相は , 実は旣に充填の原理（にともなう配置相の縮小）

を考慮したものだといえよう

3—6 (3—4 )でわれわれは，特性んB ,位置もろに 

よって生成されたI5通りの r输理的に可能な配置相J ■

が占有の原理の導入によって， 7 適 り の r経験的に可 

能な配置相J へと縮小することを指摘した。これらニ 

つの配置相の集合， とりわけ後者は理論的にきわめて 

重耍な意味をもつ。というのは,地ま上にみられるあ 

らゆる占有体は占有の原理によって拘来されている。 

したがって，現実に出現している配置相はすべて，こ 

の経験的に可能な配置相の雄合に含まれる。いいかえ 

れぱ， この柴合は，現実に出現している配置和の r/g： 

集団J とも呼んでよい存在だと考えることができるか 

らである0

しかしながら* ここで強調すぺきは，'この毋染団を
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構成するすべての配置相が必ずしも現実に出現し，患 

察されるわけではないこと，すなわち，われわれが現 

実に観察する配置相は，この経験的に可能な配置相の 

染合のかぎられた部分でしかないととであろう。いい 

かえれぱ, 母集団を構成する配置相のうち*その一部 

のみが r標本J としてとりだされ，観察されているに 

すぎない。

すなわち，いま特性A  B , 位置 a, ろにもとづく観察 

可能な配置相の集合をァ0(ん 51a, 6〉であらわすなら 

ぱ, Po(A Bla, b) 〔 P M  Bla, b) かつ  V Q W ,  
B\ a ,  b ) ' ) < V i P E( A,  B\ a,  b')'}であると考えること 

ができる。

もし，この認識が妥当なものとするとならぱ，われ 

われは，ことで前述の7 通りの配置相をさらに縮小さ 

せる規則,，すなわち，経験的に可能な配置相を現樊に 

観察可能な配置相へ縮小させる規則について考察しな 

けれぱならないだろう。 ’
(3—4 )でみたように，占有の原理にもとづく配置相 

の縮小は，配置相の構成要素である占有のうち，特定 

の二つの占有が相冗に両立し得ないことから生じた。 

とするならぱ，この経驗的に可能な配置相から観察可 

能な’配置相への縮小も，基本的には配置相の構成要素 

である占有のうち，ある古有が他の占有と南立し得な 

い。すなわち, 可能な占有の組合せのうち，特定の組 

合せのみが許容され，他が許容されないことによって 

もたらされると考えられる。

たとえぱ，前述の特性ん仏位置《，i•からなる次の 

7 通りの配置相について，

{け，a ) (もゐ)}

U  ん a) (も b)}

{が，« ) (んみ)}
{(/?, «) ({}, b)}
{ ( ^  «) (B,  b)}

{ {A,  a) {B,  b)}
{ (B,  a) (A,  b)}

もし，何らかの理由によって， « ) と（んろ），(B,  

a ) と （ものが商立しないものとすれば， 可能な配 

.置相は，次の5 通りに縮小されよう。

{(<̂ ，a ) (んみ)}
{ (ん 《) ( ? ^ ,の } 

a) (B,  b)}

{ (ん 《) ( B , む) y  
{(/?, a) (A, b))

同様に, もし(ん a ) と （B,  b),  ( B , め と (んみ)

が両立しないならぱ，■察可能な配置相は次のように 

縮小される。

{ (も « ) (んろ)}
HA, a) { h  b)}
{(も a ) (んろ)} 

a) (B, b)}
{(B, a) (ん b)}

このように，可能な占有（順》̂̂对）の組合せのラち， 

その一部を消去することは，つねに配置相の縮小とな 

ってあらわれる（この事例では，位置がニゥしかないため， 

順序対の組合せそのものが配置相になっている。この結; ' 

順序対の組合せと配置相を区別するととが難しい。だが，両 

者は全くことなろた概念であり，明確に区別されなけれぱなら 

ない)。

すなわち，経験的に可能な配置相から観察可能な配' 

置相への縮小は，論理的に可能な配置相から経験的に 

可能な配置相への縮小がそうであったように，配置相 

を構成する任意の二つの占有が相！:に両立し得るか否 

力、，いいかえれぱ，占有間に定義されるニ項関係に依 

存するのである。

3 - 7 このニ項関係の地理学的意味を考察するため 

に，こ.こでわれわれは， (2—5 ) .で述べた，r占有の原 

理J と r宠填の原理J につけ加え，もう一つの命題を 

，導入しよう。すなわち, それは r地まに存在する任意 

の事物は，少なくとも^つの他の事物と隣接してい 

るJ , という「塚!接性の命題」でちる。

ここで，隣接は, 通常の用法, すなわち，「となり 

あう』という意味で用いられている。たとえば，次の 

ような配置パターンがあたえられたものと-しよう。

A B C D
われわれは，ご く 自 然 に パ と i? とC , C とP は 

隣接しているが，パ と C , の，5 と は隣接していな 

い い 6 で あ ろ う （もちろん，この場合，われわれは，' 

‘とガの間に存在する空白を無視している）o 隣接とはまさに 

このような関係をさすのであって，それ以外のなにも 

のをも意味しない。

こ の [隣接性の命題】の経験的妥当性とその普遍性 

については，ここであらためて議論するまでもないだ 

ろう。4?樊，との命題はあまりにも普遍的であるため 

に，例外をさがしだすことがはとんど不可能に近いと 

いわねばなるまい。

と同時に強調されねぱならないことは，こめ命題が， 

有_Jと r充填j の;:!原趣から論理的に導きだされ
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ることである。地まに存在.生起しているあらゆる事 

物 ‘ 事象は，占有の原理にしたがう意味で,占有体で 

ある。とともに，地表は，これら占有体によって填 

されている。とするならぱ，地まのあらゆる事物.琪 

象について， r隣接性の命題J が成立していることは 

あきらかであろう（唯一の例外は,地表がただつの占有 

体によゥて占められている場合であるん

3—8 地表は占有体の柴まりである。そして,.任意 

の占有体は少なくとも一‘つの他の占有体と隣接してい 

る。いわぱ，地表に存在するあらゆる占有体は.r|^接j 

を通C て，他の占有体と関係をもっているのである。 

この意味で，隣接性は占有体間の関係として最も基本 

的なものだといえよう。 .

この認識は，当然のことながら，われわれをして， 

次のような考え方へと導くであろう。すなわち，前述 

した経験的に可能な配置相から観察可能な配置相への 

縮小をもたらす規則は，このI I接関係に課せられたも 

のではなかろう力、。

この点，特に強調さるべきは,われわれが現実に観 

察している事物*ぎ象が，この隣接関係について，き 

びしい拘束のもとにおかれているという# 実である。 

たしかに r隣接性の命題J は，地表を構成する任意の 

事物が少なくとも一つの他の事物と隣接してること 

を主張するもめであるが，それは，決してすベての事 

物が他のすべての事物と隣接可能であることを主張す 

るものではない。たしかに論理的には，すべての享物 

は他のすべての事物と隣接関係をもち得るであろう。 

だが，現実には，そうではない。何らかの理由によっ 

て, 論理的に可能な接関係のうち，ごく一部が許容 

されているにすぎないのである。もし，論理的に可能 

な隣接関係がすべて出現可能であり，かつ出現してい 

たとするならば, それはまさにサルヴァドール.グリ 

のえがく世界が現出することになろう。だが，幸いな 

ことに，現実の地表は，このような超現実主義者の夢 

想とはかけはなれた蒋在であり, 論理的に可能な隣接 

関係のうち，ごく一部が出現しているにすぎないので 

ある。

こうして，いまや，われわれは，われわれの経験に 

合致し，しかも一般性を失わないかたちで，地まに存 

在するあらゆる事物について，次のように述べること 

ができる。 、

任意の事物は，特定の事物としか隣接し得ない。あ 

るいは全く同じことだが，ある地,!>ざがある車物によっ

て占树されたならば,特定の事物しかその隣接点を占 

拠し得ない。すなわち,地表を構成するあらゆる事物 

は, あらかじめ一定の規則によって，そのゆ接可能性 

を限定されており，あるぎ物は,それがとの規則をみ 

たしたとき，そのときにのみ地表の一 部̂:^占树できる 

のである。

3— 9 こめ事物間に指定される隣接の可;^に関する 

規r則が(3~ 6)で述べた任意の二つの占有問の組合せの 

消去と全く同じ効果をもたらすことは容易にポされる6 

たとえぱ, 前述の7 通りの経験的に可能な配置相に 

ついて，もし特性力チゴリ^ A とぶが相互に隣接可能 

でないとすれぱ，出現可能な配置相は，，次の5 通りに 

输小されよう。

{ (も « ) (んみ)}
{ (ん a ) (ん り }

{(ん  « ) (ん 6)}
{ (もみ） (B,  b)}

{(■S, a) め }

これが(3— 6)で述ペナq (ん a ) と (B,  b),  (B,  a)

と （んみ）の組合せの消去に对応していることはい 

うま' もない。

ここで, 注目すぺきは，この配置相の縮小が，単に 

特性力チゴリ一間の関係のみでなく，位置力チゴリ一 

の関係をも考慮した結果もたらされたものであるこ 

とだろう。たしかに， { (ん a)  C B ,ろ) } と {(i?, fl) 
(ん b ) } はA と5 が相S に隣接し得ないために消去さ 

れた。だが，このこどは， a とかが隣接点であるとと 

を前提としてなされたものである。実際，これらニつ 

の配置相の消去はニつのことなったニ項関係に依存し 

てきめられている。すなわち，a , ろ間に定義される隣- 
接関係と？ A,  5 間に定義される隣接の可否関係をと 

もに考慮した結衆もたらされたものといえよう。

隣接開係と磷接の可否関係， れらニつの関係は, 
相互に密接に阅連しているが，あきらかにことなった 

ものであり，明確に区別されなけれぱならない。

と同時に指摘すぺきは，この隣接の可否に関する規 

則 が 『古有の原理j の第-^公準と密接に関連している 

ことだろう0 前述のように，て占有の原理の第一公準は,. 

— 定時点におけるある斯物のある地点の占拠を前提と 

して，他のすべての事物が，その占拠点から挑除され'
ることを主張したものであった。とれに对しで,憐接 

の可杏に関する規則は，ある事物のある地点の占拠を 

前提にして, その隣接点から特定の，物が排除されみ
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ベてが相互には接可能であれぱ，われわれは，これを 

図3—2 ( a ) ,  ( b ) のようなグラフないし行列としてま 

現できる。

他方，すべてが出現不可能であるとするならぱ，規 

則は図3 - - 2 ( c ) ( d ) のようにま現されよう。

. 4> /i B

0 1 1 1

/i 1 0 0

B 1 0 0

，（3—かこおいて想定した0 の特性から， 9̂ がそれ自 

体はもちろんのこと，他のいかなる特性★テゴリーと 

も隣接可能であると仮定することは，おそらく妥当で 

あろう。この結果， 5̂ 行 0 列の各要素はつねに1 とな 

り，前述の3 X 3行列は2 X 2行列として次のよ.うに略記 

でぎることになる。

-1 1 ' 0 O'
,1 1 , 9 、0 0 ,

すなわち，一般に" ヶの特性力チゴリ一につ、、て， 

その隣接や可否に関する鋭則は，《.ヶの点（vertices) 
とi nヶの辺（e d g e s )をもつ有限グラブ，

G ニ ( y ,  E, 0)

ないし，《x «のニ項行列

/ ?  ニ 〔グ リ 〕 r i j  —  1 , 0 ;  i ,  J ニ  1 , 2 ,  n

としてま現される。 〔4 ：) G と7?をそれぞれ勝接可能グ 

ラフ，隣接可能行列と呼ぶことにしよう0

3 - 1 1 前節で,おれわれは任意の占有間の勝接の 

可否に関する規則がグラブないし行列によってま現さ

ことを主張するもめである。いいかえれぱ，隣接の可 

否に関する規則は,占有の原理の第一公準の主張する 

m m を占拠点からその周辺（隣接Aぬぺと拡張し 

たものだとみなすととができるのである。この意味で， 

われわれは(3—8)で述べた言明を占有の原理の第三公 

準と呼ぶことにしよう。

物理学，生物学，経済学など，さまざまな科学の分 

好において，われわれは，この第三公準に対応する現 

まを見出すことができる4 だが，ここでわれわれは， 

これらの諸現象について言及し，その原因を究明する 

つもりは全くない。というのは，前述の事例からもあ 

きらかなように, 説置相の縮小をもたらすためには， 

単に / ! と2?が相互に!^接し得ないといえぱそれで千分 

であり，なぜパと5 が隣接しないかについて説明する 

必耍は全くないからである。隣接の可否に関する規則 

は，対象とされる事物，！?象によって，それぞれこと 

ナ£ るにちがいない。磁場，なわばり，市場圏について， 

各分野の研究者は，それぞれの専門的立場から，それ 

にふさわしい説明をあたえるだろう。だが,こうした 

説明は，当面の議論にぉいて，何ら本質的なものでは 

あり得ない6 なザならば，第三公準にもとづく配置相 

の縮小をもたらすために必要なのは，一定の規則の指 

定，すなわち規則の記述であって，説明ではないから 

である。

3—1 0 前節で述べた隣接の可杏に関する規則は， 

，特性力チゴリが有限であるかぎり, 次のようなかた 

ちで表現されよう。

たとえぱ，前述の特性ん 5 , ( ^ 0 について，

五とそれぞれ隣接可能であるが，パと5 は隣接し得な 

いという极則があるものとしよう。この規則は， パ， 

ガ，f をそれぞれ点で，⑩接可能な点を線分で連絡す 

ることによって，図3—1 ( a )のようなグラブとしてえ 

力'、くことができる。あるいは周知のグラフの行列ま現 

によって，これを図3 - - l ( b ) のような1 と0 を耍素と 

してもつ3 X 3のニ項行列として表現することもできる 

であろう（ここで1は各点が速結されていること，0 は連給 

されていないこと，すなわち，各特性が相互に憐梭可能であ 

る力、??かをあらわしている）o

これらグラフと行列は完全に同型であり，前述の規 

则をあますことなく記述している。と同時に効調すベ 

きは，このグラブないし行列によってわれわれが対象 

としている规則のあらゆるタイプをできることで 

あろう◊ たとえぱ，前述の■/!, ( J ) について，す
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.れることを示した6 しかしながら，（3—9) で指摘し 

たように，配置相の縮小のためには，この規則だけで 

は十分ではない。もう一*つ別の情報，すなわち，占有 

間の隣接関係に関するそれ必耍とする。これまで取 

扱ってきた /*£  ( ん jB|も b ) について，二つの位 fa 

«, b は次元の格子点，直線上に一定間隔をもってな 

らぶニ点としてあたえられた。（図3—3 ( a ) ) したが  

ゥて，隣接関係は，次のような行列であらわされよう 

(ただし， i は《とろが隣接していること， b は隣接してい 

ないことを示してる）。

a b
a 0 1
b 1 0

同様に，位置《, ら C, が図3—3 ( b )のようにあ 

えられるならぱ，こめ隣接関係は次のような行列であ 

らわされる。

a b c d

a 0 1 0 0
ろ 1 0 1 0
c 0 1 0 1
d 0 0 1 0

{ a )

( b )
c d

因 3 - 3

すなわち，一般に一次元の格子点としてあたえられ 

るんヶの位置力チゴリ一について，その隣接関係は次 

のような feX/iのニ項行例，

パ ニ け 〕 i j  = 1 , …，h
として表琪されよう。

周知のように，われわれが地表と呼んでいる空問は 

主次元の空間として規定され，任意の位置は (ズ，V，Z) 
という三つの要素をもつぺクトルとして記述される。 

したがって，そこに位置する占有体はんy, Z 軸に沿 

って他の占有体と隣接する可能性をもっている。すな 

わち，任意の位置 (J, ；. 1 0 は三次元の格子空間の 

一点としてあたえられ， メ，ん），( / + 1 , j ,  k) ,  
( i , プー1 , 10, ( i .  y +  1 . k),  ( i ,  メ, — り，( i ,  メ，k 

+ 1 ) とそれぞれ隣接することになる。いま，このう 

ち , 前 二 者 （ダ， 軸) における接関係を水平的，後者

( ぇ軸) を垂直的隣接関係と呼び，とれを区別するなら 

ぱ，三次元'の空圓における任意の位置の隣接関係は， 

次のニつの二項行列によって記述されることになろう。

ル / = 〔《«_/〕 / I kニO f プ，*〕

〔パ/ /を水平的隣接行列, ルを殖ま的隣接行列と呼ぶ〕 

ここで，位 置 ( / ,  j ,  k ) は，迪常のュークリッド 

空問を想定し，直交座t :系における離散的な点として 

あたえられているが，もちろん斜交座標系や極座系 

など，ことなった座標系を想定することも可能である。 

この場合，座廣系によって隣接関係が相違してくると 

とはいうまでもない。この意味で座標系の指定は配置 

バターンの考察にきわめて重视すぺき役割を果たして 

いる。このことを明示的に示すために，今後，座標系 

を 0 階の配置パターンと呼び，占有によっす，つくり 

だされる配置パク 一V とは区別することにしたい。 ， 

この結果，がについても/ ? / /と/?KがK 別されること 

になろう。すなわち，観察可能な配置相は，P l , P e 

を前提にして，これにvli/,  Av, Rif, R v という制約 

をつけ加えることによって規定されることになる，
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